
す

し

て
江
戸
に
赴
い
た
段
、
掠
兵
衛
は
之
に
芸

L

E

解
・雨

芸

能

歩

・日
輝

彦

-A
ま

・
四
回
一
宮
致
三
巻
は
文
政
二
年
に
、
震

標

的
は
五

七

一

弓
た
が

、

武

滋

閥

均

ぬ

に

於

い

て

大

明

寺

滞

阻

江

守

彦

傍

斜

短

ム

ワ

録

法

抽

出

附

抄

餅

・求
総
迎
解
明
甲
が
あ
る
。

一
年
に
附
版
せ
ら
れ
て
殴
る
。
叉
合
て
土
屋
市唖
体
の
若

一
在
術
門
の
若
訴
の
お
に
斬
ら
れ
て
死
ん
だ
。

イ
シ
グ
ロ
ノ
ブ
ヤ
ス

右
窯
信
易

越
中
射
水
稲

一
し
た
大
給
水
経
に
、
泊
以
の
所
在
、
洲
泊
の
廊
狭
、

一

イ
シ
グ
ロ
サ
ダ
ノ

リ

石

黒
定
規

迎

抑

制

説

右

術

高

木

村

石

里

…

信

陶

の

子

。

逝

抑

制

限

助

o
M
1
に
円
一
ん
で

一
地
域
の
大
小
等
を
修
制
し
、
市
楠
加
越
能
大
路
水
経

門
。
娃
尚
三
年
一昨
七
百
五
十
討
を
受
け
、
御
山
内
組
に

閥

抗

の
鎮
祭
に
慈
し
た
。
弘
化
三
年
正
且
二
十
日
y
r
一
六
加
を
な
し
た
。

闘
し
、
新
川
郷
潜
行
と
な
っ
た
が
、
元
徹
二
年
御
必
、

年
五
十
八
を
以
て
夜
し
た
。

一

イ
シ
グ
ロ
フ
サ
カ
ツ
右
黒
房
勝

沼
桝
答
九
郎
。

九
年
六
且
残
し
た
。
後
生
前
助
方
な
し
か
ら
ず
、
殊

イ
シ
グ
ロ
ナ
プ
チ

右
黒
魚
淑

泊
栴
堅
三
郎
。

一

イ
シ
グ
ロ
ノ
プ
ユ
キ
石
田町信
之

辺
都
腹
右
衛

一
越
中
木
紡
城
需
大
炊
助
光
教
の
米
m目
。
天
正
九
年
前

に
分
際
不
相
胞
の
似
州
酬
が
あ
っ
た
か
ら
、
子
区
太
夫

一
明
治
の
後
部
を
名
と
し
た
。

鋭
は
晩
香
川
λ

は
九
如
。
一

門
。
越
中
射
水
郡
高
木
村
石
黒
信
易
の
Z
T
。
文
化
八

一
間
利
家
に
仕
へ
、
政
千
依
を
受
け
た
が
、
後
徳
川
家

成
郎
〈
一
作
成
従
Y
源
八
郎
定
義
二
人
に
三
十
人
扶

一
文
化
十
四
年
寺
内
氏
に
生
ま
れ
、
後
十
句
集
判
・
末
夫
の

一
年
を
以
て
生
ま
れ
、
江
戸
の
内
間
五
一
捌
に
入
門
し

一
肢
に
召
出
さ
れ
、
局
窓
慨
に
附
邸
せ
し
め
ら
れ
た
。

符
を
給
し
、
除
は
利
一
叫
に
預
っ
て
神
的
の
誌
に
日
て

一
路
子
に
な
っ
た
o
魚
山
凶
県
献
滋
に
芯
し
て
旧
中
侶
一
て
、
関
税
釘
法
図
理
の
泊
信
教
授
を
受
け
、
文
信
州

一

イ
シ
グ
ロ
マ
サ
ナ
ガ
石
黒
政
長
一
向
一

授
の

た
o
定
撲
の
子
彦
右
術
門
寧
側
、
成
川
町
後
を
綴
ぎ
、
一
之
与
に
川
示
、
弘
化
以
後
附
子
近
刑
制
・山
凶
作
務
行
・
謹

一
の
稲
本
を
留
め
た
る
附
納
加
越
能
大
山
附
水
綬
を
修
柿

一
尚

g
c、
泊
税
を
土
佐
守
と
い

っ
た
。
天
正
四
年
八

写
保
十
八
年
初
め
て
組
文
辿
知
の
内
苅
口
討
を
賜
は

一
物
方
・
祇
艦
方

大
坂
留
守
山
役
の
胞
を
器
じ
、
元
治

一
完
成
し
て
溜
に
提
出
し
、
お
永
五
年
四
十
二
践
を

U
一
且

H
一
日
附
下
附
刑
郎
卿
法
川
山
川
畑
山
山
の
訴
状
辿
山
市
中

っ
た
。

一
元
年
一
間
柿
悼
の
都
日
目
に
も
出
動
し
た
o
明
治
以
後
は
民

一
て
裂
し
た
。

一
に
、
そ
の
名
が
見
え
る
。
政
反
と
諮
い
た
の
も
あ
る

イ
シ
グ
ロ
チ
ヒ
白

石
黒
千
尋
初
の
蹄
は
克
己
。
一
部
省
脱
税
一
首
雌
大
柿

・
一一品
附
綜
小
診
車
と
な
り
、
明

一

イ
シ
グ
ロ
ノ
ブ
ヨ
シ

右
黒
信
由

辺
都
県
十
郎
・
一
が
、同
年
の
他
の
文
部
に
徴
す
る
に
限
引
で
あ
ら
う
0

.
辿
桝
比
五
郎
・
左
門
・ぷ
友
樹
門
M
A

は
九
十
九
。
天
川町

一
治
刊

一
年
伊
勢
山
榊
宮
税
本
院
に
判
中
峨
し
、
次
い
で
一
際
右
衛
門
。
高
倒

X
は
松
番
軒
と
脱
し
た
。
組
中
射

一

イ
シ
グ
ロ
マ
宝

石

黒
又

河
出
制
崩
而
郷
に
山酎

年
中
鈴
木
鼠
胤
の
金制
仰
に
来
た
時
、
千
刊
wk
〈
之
と
-
笈
州
本
犯
に
料
じ
、
引
一一
一
年
四
泊
二
同
視
し
た
。
平

一
水
制
高
木
村
の
入
。
鎚
筒
十
年
十
二
且
生
a
天
明
一
一

一
す
る
m
w問。

交
っ
て
凶
肌
ハ
の
設
を
雌
き
、
橋
守
郎
の
来
た
時
も
亦

一
年
七
J
l
凶
。
そ
の
諸
に
剥
の
山
出
荷
・
旭
般
雑
誌
一
誠

一
年
富
山
の
入
中
間
文
磁
高
克
に
就
い
て
倒
流
の
釘
間
半

一

イ
シ
グ
ロ
ミ
チ
ヒ
サ
石
黒
諮
問

通
俗
説
左
衛

民
主
て
利
敏
を
mmび
、
傍
ら
川
中
間
山
之
に
も
削
事
し

一
役
目
録
門
不
破
亮
三
郎
・関
山
仙
之
助
川
ハ
組
〉
等
が
あ

一
を
祭
び
、
四
年
間
間
父
の
後
を
繕
ぎ
、
寛
政
八
年
算
尽

一
門
。
父
は
去
坊
主
で
後
小
顕
に
な
っ
た
回
水
で
あ
っ

て
、
家
を
竹
之
合
と
い
っ
た
。
ぷ
氷
近
年
千
特
別
倫
る
。

一
の
允
可
を
得
、
文
捌
針
術
を
宮
到
安
海
に
、
天
文

・
一
た
。
泊
向
亦
初
め
川
水
と
い
っ
て
御
糾
附
方
的
引
で

常
凶
mm締
税
御
川
を
命
ぜ
ら
れ
、
府
之
閉
す
と
共
に
敬

イ
シ
グ
ロ
ナ
リ
ヒ
デ

石

黒
成
総
越
中
木
船
城

一
郎
尽
を
西
村
官
同
行
に
笥
ひ
、
共
に
訟
に
入
っ
た
。
之

一
あ
っ
た
が
、
明
利
九
年
御
近
制
日
歩
と
し
て
四
十
偵
を

授
の
任
に
笛
り
、
六
年
米
誌
の
軍
艦
来
り
て
立
山
を

一
中
石
見
氏
の
昨
出
入
で
あ
っ
た
。
逝
抑
制
九
郎
太
夫
。
初

一
を
以
て
務
信
向
に
命
じ
て
、
按
地
・排
水
・開
墾
錯
す
の

一
受
け
、
安
氷
五
年
八
十
偵
を
加
へ
、
天
明
二
年
新
設

求
め
、
川
公
園
紛
々
と
し
て
起
っ
た
時
、
千
刊
は
来
飢

-
め
京
に
抗
出
し
、
前
川
利
F

誌
の
能
回
見
に
在
っ
た
時
来

一
一
酬
に
従
は
し
め
、
功
を
立
て
た
こ
と
が
勘
く
な
い
。

一
と
な
り
、

寛
政
冗
年
百
石
を
受
け
て
組
外
に
列
L

榊
冒

・
近
悦
詩
椛
来
的
鋭
部
す
の
践
を
指
し
、
父
訟
外

仕
し
て
千
五
百
討
を
栄
け
、
文
隊
三
年
限
M

聞
し
た
。

一
文
政
元
年
四
且
滞
の
新
国
製
併
に
任
ぜ
ら
れ
、
二
年

一
た
。
十
二
年
又
一』
十
討
を
加
へ
、
文
化
四
年
九
且
十
八

瓦
山
泊
柳
田
白
紙
別
に
短
献
を
品
じ
、
外
同
組
問
が
列

一

イ
シ
グ
ロ
ノ
ブ
モ
ト

石
即
時
信
基
泌
裕
一
牒
太
郎

一
E
H越
腹
部
環
段
憶
の
下
に
加
越
山
崎
三
州
地
制
作
製

一
日
七
十
磁
を
以
て
別
問
。
子
諮
問
に
品
川
製
し
た
。

山喝
の
辿
猷
な
る
所
以
を
論
じ
、
川
人
の
迷
砂
を
先
制
問
限
む
術
門
。
魁
中
射
水
掛
川
州
木
村
γ

羽田一
…信
之
の
子
。

一
の
内
命
を
得
、
七
年
加
越
能
略
地
刷
及
び
村
名
簿
三

一

イ
シ
コ
石
子

能
央
部
山
上
郷
に
闘
す
る
部
市
問
。

せ
ん
こ
と
を
期
し
た
o
銑
訴
の
後
千
村
阜
県
誠
剛
一
χ
一
嘉
京
六
年
七
月
阿
泊
料
刷
出
裁
許
と
な
り
、

爾
後
山
崎
市
中
〈
一
加
を
上
っ
て
、
年
々
五
人
室
町
を
受
け
、
天
保
六
年

一

イ
シ
サ
カ
石
坂

幻
石
川
郡
五
ケ
庄
に
鴎
す

は
文
目
小
牧
師
と
な
り
、
明
治
五
年
八
且
五
日
間
担
し

一
郡
安
宅
地
水
焔
・統
一政
川
正
川
町
主
附
・射
水
部
読
謹

一
一一一州地
悩
成
り
、
七
年
七
且
十
五
人
扶
持
を
給
せ
ら

一
る
郡

イ
シ
グ
ロ
ト
モ
チ
カ
石
黒
知
畿

通

篤
太
郎
左

衛
門
。
字
は
慌
徹
、
怖
身
桝M
と
畑
町
し
、

制問
賦
を
好
ん

だ
。
正
徳
四
年
延
欠
如
左
衛
門
m
山
之
の
後
を
承
け
て

職
五
百
討
を
制
し
、
大
小
昨
御
近
旬
櫓
に
任
じ
、
手

保
寸
三
年
十
一
且
什
一
日
五
」
l

一
肢
を
以
て
夜
し

た
。

用
羽
咋
榔
仙
}
知
院
内
官
服
庄
に

サイ
カツ

鳳
主
柑
内
保
の
内
の
小

石
坂

イ
シ
サ
カ

石
坂

村
山
珠
洲
川
州
市
方
の
内
の
小

字
。
能
穀
誌
に
、『
南
方
の
故
村
石
坂
と
い
ふ
厨
は
、

イ
シ

三
九


